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追い求めたものは至高の精度と操作性

島津が培ってきた技術力と、新しい技術力の結集によって生まれた

分光蛍光光度計『RF-6000』。

比類なき測定精度と、使いやすさを追求してデザインされた

ソフトウェア『LabSolutions™ RF』による至高のパフォーマンスで、

お客様の多様な測定ニーズをサポートします。

分光蛍光光度計
Spectrofluorophotometer

RF-6000



多様なアプリケーションをサポート
■ 感度の向上、およびダイナミックレンジの拡張により、
蛍光測定だけでなく、バイオルミネッセンス、ケミルミネッセンス、
エレクトロルミネッセンス測定をサポートします。

■ 3次元測定機能を標準装備
超高速スキャンとの組み合わせでマッピング測定時間を大幅に短縮しました。

■ スペクトル補正機能※を標準装備
装置特性の影響がないスペクトルを得るための自動スペクトル補正機能を標準装備しました。

■ 蛍光量子収率/蛍光量子効率測定機能を標準装備
専用プログラムによる直感的な操作で、測定から計算までを行うことができます。

※補正可能な波長範囲は250～850nmです。

高感度測定・高速測定・安定した測定
■ クラス最高レベルのSN比1,000以上（RMS）、350以上（P‒P）を実現しました。
■ 超高速スキャン（60,000nm/min）を実現しました。
■ 標準で900nmまでの蛍光測定ができます。
■ 2,000時間の長寿命キセノンランプを搭載しています。

至高の使いやすさ
■ 簡単操作を追求したソフトウェア「LabSolutions RF」で測定・分析が簡単です。
■ バリデーション機能を標準搭載。装置状態をいつでも簡単に診断できます。
■ ランプ点灯時間、付属品の接続状況が簡単に確認できます。
■ 拡張性の高い大型試料室を採用しました。

当社が認定したエコプロダクツPlusです。
省エネルギー：当社従来機種比45％削減



多様なアプリケーションをサポート

さまざまな分野のアプリケーションに活躍

医薬
化合物の成分分析
原薬剤の品質管理

化学
人工光合成のメカニズム解明
軽油中のクマリン分析

ライフ
サイエンス
蛍光プローブの
光学特性

食品
添加物の定量分析
梱包パッケージの品質管理

環境
河川、土壌に含まれる
物質評価

電気・電子
蛍光材料の光学特性
量子効率・量子収率測定
LED、太陽電池、有機EL材料の分析
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化学 / 電気・電子

固体半導体材料の発光効率評価
スペクトラロン製100mmøの積分球ユニットを使って、有機ELデバイスの発光層に使われる固体半導体材料（トリス（8-ヒドロ
キシキノリナト）アルミニウム）の蛍光量子効率を測定しました。
LabSolutions  RFソフトウェアの「量子効率測定」アプリケーションを使うと、直感的な操作で蛍光量子効率を簡単に求めること
ができます。

積分球ユニットは試料室内に完全に収まります
ので、追加の設置スペースを必要としません。

化学

溶液試料の蛍光量子効率測定
積分球ユニットを使って、フィルム状試料、粉末試料のほかに、10mmキュベットセルも固定できますので液体試料の測定も可能です。
ここでは、硫酸キニーネの1N硫酸水溶液（NIST SRM936aを基材）の蛍光量子効率測定を行いました。
厄介な量子効率計算も、LabSolutions RFの量子効率測定機能を使えば、簡単に蛍光量子効率を求めることができます。

RF-6000
Spectrofluorophotometer
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化学

長波長測定
人工光合成の研究に役立つ光合成タンパク質の機能解析に活用できます。
ここでは、チラコイド膜溶液を測定しました※1,※2。
従来機種よりも測定波長範囲が広がったことにより、特に長波長側に出現する蛍光ピークを感度よく測定できるようになり
ました。
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液体窒素冷却下のチラコイド膜溶液の蛍光スペクトル
※1　岡山大学 沈 建仁先生のご協力で測定しました。
※2　この測定は低温測定ユニットを使って測定しました。別途お問い合わせください。

軽油中のクマリンの分析
クマリン分析キットを用いれば、前処理・後処理が大幅に簡素化できます。

●前処理が簡単です。スターラチップ入り試験管型セル1本で、抽出から測定まですべて行えます。
●使い捨ての試験管型セルを採用していますので、器具洗浄などの後処理が大幅に簡素化できます。
●高性能の分光蛍光光度計との組み合わせにより、精度の高い分析が行えます。
※本システムは、一般社団法人全国石油協会様が考案された分析方法に基づき、同協会様のご指導によりキット化したものです。

構成内容
• 分光蛍光光度計　RF-6000
• クマリン分析キット（スターラ付き試験管ホルダ）
• スターラチップ入り試験管型セル　500本（専用試験管）
• 試験管振とう器
• 紫外線照射器
• 試薬類
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化学

鉱物の種類判別の可能性
方解石は石灰岩を主成分とした鉱物として知られている無
色透明な鉱物ですが、不純物を含むと着色することが知られ
ています。
今回、3種類の異なった方解石を用いて、励起波長を変えな
がら蛍光スペクトルを測定する3次元測定を行いました。
なお、方解石AおよびBは黄色透明、方解石Cはピンク色透明の
鉱物です。
方解石AとBは同じ蛍光パターンを示していますが、方解石Cは
方解石AとBに見られる370nm付近の蛍光（励起波長は
205nm付近）に加えて、430nm付近（励起波長は225nm付近）
に非常に強い蛍光が見られていることがわかります。
この蛍光は、ピンク色の着色原因となっているマンガン（Mn2+
イオン）などの金属イオンによるものであると思われます。
なお、金属イオンによる蛍光波長は結晶場の大きさに敏感で
すので、鉱物の種類が変わると蛍光波長も変わる可能性があ
ります。

方解石 A

方解石 B

方解石 C

RF-6000
Spectrofluorophotometer
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医薬

塩酸デュロキセチンの測定（USP）
塩酸デュロキセチンはUSP収載化合物で、抗うつ剤として用いられています。
RF-6000を用いて塩酸デュロキセチンの測定を行い、定量下限値は0.0007µg/mL、検出下限値は0.0002µg/mLの結果が得ら
れました。より低濃度まで正確に測定できるようになりました。

塩酸デュロキセチンの蛍光スペクトル 検量線

ライフサイエンス 

DNA検出用蛍光色素の測定
DNAと結合したときにのみ蛍光を発する色素で標識されたDNAプローブを用いることで、プローブに相補的な特定のDNAを
検出することができます。
下図に2種類の蛍光色素で標識されたプローブによって蛍光を発するようになったDNAの3次元測定を行った結果を示します。
蛍光色素ごとに現れる特有な蛍光ピークを、超高速スキャニング機能により迅速に確認することができます。

蛍光色素A標識プローブ 蛍光色素B標識プローブ
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食品

牛乳の分類・判別
牛乳には生乳・加工乳や、乳脂肪分の量（低脂肪乳・無脂肪乳）
などのさまざまな種類があり、それらの種類によって独特の
3次元蛍光スペクトルを持つ場合があります。
今回、3種類の異なった牛乳（A、B、C）を用いて、励起波長を
変えながら蛍光スペクトルを測定する3次元測定を行いました。
なお、試料は蒸留水で5倍に希釈しました。
牛乳Aと牛乳Cは異なった蛍光パターンを示し、牛乳Bは牛乳A
と牛乳Cの蛍光パターンの両方を持っていることがわかりま
した。
3次元蛍光スペクトルにより、種類を区別できる可能性があり
ます。

A

B

C

RF-6000
Spectrofluorophotometer
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環境

水中のオイル測定　ASTM D5412
アメリカ材料試験協会（American Society for Testing Materials: ASTM）のテスト規格（ASTM D5412）では、水中に含まれる
オイル内の多環芳香族炭化水素の分析を規定しています。今回、多環芳香族炭化水素5種の混合液を作製し、シンクロスキャン*
による目的物の分離を行いました。図1に5種類の多環芳香族炭化水素混合物の蛍光スペクトル、図2にベンゾ[a]ピレンのシン
クロスキャンスペクトル、図3に多環芳香族炭化水素混合物のシンクロスキャンスペクトルを示します。
混合物試料の蛍光スペクトルでは明瞭に分離されなかったベンゾ[a]ピレンのピークが、シンクロスキャンスペクトルではかなり
明瞭に分離されていることがわかります。

*シンクロスキャンとは
分光蛍光光度計の励起分光器と蛍光分光器を一定波長間隔ずらした状態で両方を同時に走査するスキャンモード。
複数種の成分が混在していても、目的物質の蛍光ピークをシャープに検出することが可能です。

図1　多環芳香族炭化水素5種混合物の蛍光スペクトル（Ex 300nm）

図2　ベンゾ[a]ピレンの
シンクロスキャンスペクトル（Offset 6nm）

図3　多環芳香族炭化水素5種混合物の
シンクロスキャンスペクトル（Offset 6nm）
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環境

クロロフィルの微量測定
河川や湖沼の水質の検査で、クロロフィル量の測定がよく行われています。河川等ではクロロフィルの濃度も低いため、感度の
よい測定が求められます。クロロフィルは光を照射することで蛍光を発しますが、照射により蛍光強度が徐々に弱くなります。
そのため、ごく微弱な励起光での蛍光測定が求められます。同一のクロロフィル液を通常のバンド幅5nmの励起で繰り返し
測定すると、図1のように変化してしまいますが、バンド幅を狭くすることで図2のようにほとんど変化のないスペクトルを得る
ことができました。この結果は、低濃度のクロロフィル液に対して感度のよい測定が行えることを示しています。

図1　バンド幅5nmでの測定

図2　励起強度を微弱とした測定

図3　0.75、1.5、3.0、4.5、7.5、15ppbの
クロロフィルa

図4　検量線

RF-6000
Spectrofluorophotometer

11



高感度測定・高速測定・安定した測定

高感度測定

■ SN比 1,000：1（RMS）、350：1（P‒P）の高感度測定ができます。
■ 定量下限が向上。 1×10－13mol/Lまで測定可能（フルオレセイン）
光学系と信号処理系の再設計により、クラス最高レベルのSN比を実現しました。
極めて希薄な試料でも、正確な測定が可能です。

オートゲイン機能により、10－13～10－7の6桁以上の広いダイナミックレンジで、高い定量性を保ちながら、わずか1×10－13mol/Lの
フルオレセインの蛍光スペクトルも測定できます。
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検量線

高速測定

最速60,000nm/minの超高速スキャンが可能です。わずか1秒で全波長域のスペクトルを測定できます。
3次元蛍光スペクトルも短時間で測定できます。

12



安定した測定

■ 長寿命のキセノンランプを搭載しています。
長寿命で高い安定性を持つキセノンランプを搭載しました。
寿命は当社従来機の4倍に相当する2,000時間を実現し、ラ
ンニングコストを大幅に削減できます。
また、ランプ交換時の面倒な調整は不要ですので、ランプ交
換はお客様が行っていただけます。

長波長測定

■ 高感度・広い測定波長範囲の検出器を搭載しています。
低ノイズで、長波長域まで測定感度を持つホトマルチプライヤを標準で搭載しています。
クロロフィル、インドシアニングリーン（ICG）など、長波長域に蛍光を持つ物質の測定が可能となりました。
肝機能や肝予備能を知るための検査に用いられる蛍光色素のインドシアニングリーンの励起/蛍光スペクトルを測定しました。
なお、850nm以上の波長域の感度向上をご希望の場合は、別途ご相談ください。

蛍
光
強
度

従来機から拡張された検出領域波長領域
（750～900nm）

810nm

励起スペクトル 蛍光スペクトル

インドシアニングリーン（ICG）蛍光色素の励起/蛍光スペクトル

RF-6000
Spectrofluorophotometer
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至高の使いやすさ

■ 新ソフトウェア LabSolutions RFにより誰にでも簡単に測定が行えます。
「誰にでも簡単に理解できて、操作できる」を追求して、LabSolutions RFは開発されました。
測定→分析→印刷→保存を通して、理解しやすい画面レイアウトにより、測定操作をやさしくサポートします。
すべての測定プログラムは、共通のメインツールバー、メニュー、測定ツールバー、ツリービュー、ログウィンドウを持ち、共通の
操作で専門の蛍光分析プログラムを使用することができます。

測定ツールバー
測定や装置の制御を行うボタンを表示しています。

スペクトル測定画面

メインツールバー
ファイル操作や印刷、データ処理など主要
な機能を実施するツールボタンを表示し
ます。LabSolutions RFの測定プログラムで
共通です。

ツリービュー
現在表示されているファイルの一覧です。
データの表示／非表示を切り替えたり、閉
じたり、テキスト出力などができます。

ログビュー
装置の状態を示すログやエラー、および
測定に関する履歴が逐次表示されます。
表示されたログは保存されるため、故障
が発生したタイミングなどをあとから診断
することができます。

アプリケーションエリア
スペクトルや3Dデータ、データ処理テーブル、定量テー
ブル、測定パラメータの内容などを表示します。
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至高の使いやすさ
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メインツールバー
ファイル操作や印刷、データ処理など主要
な機能を実施するツールボタンを表示し
ます。LabSolutions RFの測定プログラムで
共通です。

ツリービュー
現在表示されているファイルの一覧です。
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じたり、テキスト出力などができます。

ログビュー
装置の状態を示すログやエラー、および
測定に関する履歴が逐次表示されます。
表示されたログは保存されるため、故障
が発生したタイミングなどをあとから診断
することができます。

アプリケーションエリア
スペクトルや3Dデータ、データ処理テーブル、定量テー
ブル、測定パラメータの内容などを表示します。

■ LabSolutions RFランチャーからすべての機能を起動します。
スペクトル測定、定量測定など測定動作ごとにLabSolutions 
RFランチャーに整理されています。あとは測定したい機能を
起動するだけです。
また、よく使うWindows®アプリケーションをLabSolutions 
RFランチャー上に追加して登録できます。

LabSolutions RFランチャー

装置ステータス
キセノンランプの点灯時間、付属品の認識
状況あるいは動作状況を表示します。
ランプの交換時期やエラーの状態もお知
らせします。

測定パラメータ
測定パラメータを設定します。定量測定の
場合は検量線も表示されます。

サーチ
最適な励起波長、蛍光波長をサーチできます。

※ FDA 21 CFR Part 11 などのER/ES規制対応機能については別途お問い合わせください。

RF-6000
Spectrofluorophotometer
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スペクトル補正

■ 自動スペクトル補正機能を標準搭載しました。
補正されたスペクトルが即座に得られます！

光源の放射特性や光学系の分光特性などの装置関数を補正
した励起／蛍光スペクトルを求めるためのスペクトル補正関
数を、標準で搭載しています。また、自動で補正スペクトルが
得られますので、別の装置で測定したスペクトルと容易に比
較することができます。
登録されているスペクトル補正関数は島津独自の補正手法
により、値付けされた標準光源を使用して求められています。
また、積分球ユニットを使用すると、特別な光源を使わずに、
スペクトル補正関数を作成することができます。
なお、補正可能波長範囲（保証範囲）は250～850nmで、測定
可能波長範囲（200～900nm）とは異なります。

スペクトル補正関数作成画面

スペクトル補正の概念
ある試料には2つの蛍光ピークがありました。この試料を装置Aと装置Bで測定したところ、装置Aの蛍光スペクトルでは左の、
装置Bでは右の蛍光ピークの強度が高くなっていました。実は、装置A・Bともに、光源の放射特性や光学系の分光特性などの
装置関数が異なるため、スペクトル上のピークの強度や位置が異なるのです。スペクトル補正を行って、光源や装置内の光学系
の特性を差し引くと、同じスペクトルになり、短波長から順に大きくなる2つのピークがあることがわかります。
異なった装置で測定したスペクトルを比較すると、装置特性の違いの影響が無視できません。スペクトル補正を行うことで、
異なった装置で測定したデータを比較することができます。

装置Aで測定したスペクトルと装置関数 装置Bで測定したスペクトルと装置関数
スペクトル補正

装置関数を補正したスペクトル
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3次元測定

■ 高速な3次元測定ができます。
励起波長を順番に変えながら蛍光スペクトルを測定すると、
励起‒蛍光の3次元蛍光スペクトルが得られます。この3次元
蛍光スペクトルから、最適な励起波長、蛍光波長を検討する
ことができます。この3次元蛍光スペクトルのパターン（形）の
違いから、試料の種類の区別、産地の判別ができる場合があ
ります。
RF-6000では、最大60,000nm/minの速度で波長をスキャン
することができるので、最大波長範囲の3次元測定を行って
も、短時間で3次元蛍光スペクトルを得ることができます。

定量

■ 高感度な定量測定が簡単にできます。
濃度のわかっている試料の蛍光スペクトルのピーク強度、
ピーク面積から、検量線を作成します。作成した検量線に濃
度が不明の試料の蛍光スペクトルを当てはめて、濃度を計算
できます。計算された濃度を、いろいろな計算式に当てはめ
て、さらに計算することができます。また、しきい値を決めて
合否判定をすることもできます。

RF-6000
Spectrofluorophotometer
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レポート作成と印刷

■ 簡単作成レポートフォーマット
レポート上にレイアウトしたいデータをドラッグ＆ドロップ
するだけで、自由な印刷レイアウトを作成することができます。
ドラッグ＆ドロップレポートイメージを、印刷プレビューを実
行しなくても、確認することができます。

蛍光量子収率／蛍光量子効率

■ 蛍光量子収率／蛍光量子効率測定も簡単に行えます。
量子収率がわかっている標準試料と、未知試料の蛍光スペクトルを比較して、蛍光量子収率を計算することができます。
また、積分球ユニットを用いて、蛍光量子効率を計算することができます。
直感的に操作できる画面デザインにより、だれにでも簡単に蛍光量子収率・蛍光量子効率測定が行えます。

蛍光量子効率測定画面
（硫酸キニーネの蛍光量子効率測定）

蛍光量子収率測定画面
（硫酸キニーネを用いたローダミンBの蛍光量子収率測定）

18



バリデーションと装置管理

■ バリデーション機能により性能診断が行えます。

JIS K 0120 蛍光分光分析通則で記述されている性能確認の手順
に従った性能バリデーションをサポートします。

※波長正確さ、分解、波長繰り返し精度を確認する場合には、
オプションの水銀ランプユニットが必要です。

■ 装置の状態を正確に確認できます。

ランプの点灯寿命経過、付属品の認識状況、および異常な
装置状況をLabSolutions RF上の装置ステータスや装置のLED
表示でお知らせします。

装置状況を正面のフルカラーLEDインジケータで表現します。
■青：測定中
■緑：測定待機状態
■赤：装置異常状態　など

拡張性の高い試料室

試料室を1.5倍（当社比）に大型化しました。
サンプルのセッティングも楽に行えます。

■ 試料室の大型化により
100mmøの積分球ユニットを搭載できます。

RF-6000
Spectrofluorophotometer
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豊富な付属品

積分球ユニット
（部品番号  207-21460-41）

LabSolutions RFの専用アプリケーション機能と組み合わせて、蛍光量子収率／蛍光
量子効率を求めることができます。

試料
積分球内径
積分球材質
試料の最大寸法
測定波長範囲

：液体、固体、粉末試料
：100mmø
：スペクトラロン
：幅12.5×高さ45×厚さ12.5mm
：200～900nm
（スペクトル補正保証範囲は250～850nm）

標準内容
・ 積分球測定装置本体
・ スペクトル補正関数測定用メッシュ

注1）溶液測定には幅12.5mm、光路長10mm以下で高さ58mm以下の密栓付きセルをご使用ください。
注2）フィルム測定用のプレートを付属しています。
注3）高さ35mm以上58mm以下、厚さ3mm以上12.5mm以下の固体試料が測定可能です。
注4）微量の粉末測定については特注品で対応します。

超ミクロセルホルダユニット
（部品番号  207-21455-41）

100µL以下の試料量で測定を可能にするための超微量セルユニットです。市販の微
量セル注）を利用します。
 
注）市販のHellma社製セルをご使用ください。
• Cat. No. 105. 250-QS-15（必要最小試料量100µL）
• Cat. No. 105. 251-QS-15（必要最小試料量45µL）

水銀ランプユニット
（部品番号  207-21700-41）

バリデーションの「分解」「波長正確さ」「波長繰り返し精度」を検査する場合に使用し
ます。

標準内容
・ 水銀ランプユニット本体
・ 散乱ブロック

単一恒温セルホルダ（スターラ付）

（ 部品番号 206-24930-41（100V）
206-24930-42（115V）
206-24930-58（220/240V））

試料を恒温状態で攪拌して測定するためのものです。浮遊細胞の蛍光測定に最適
です。恒温水を環流させることにより、1本のセルを恒温化できます。使用可能温度範
囲は5～70℃です。スターラの回転速度は可変です。必要最少試料量は2.5mLです。
100V、115V、220/240V用。

注1）溶媒との比重差が大きい試料に対しては使用できません。
恒温水用継ぎ手は内径4～8mmøのチューブに適合します。

注2）オプション用フロントカバー（部品番号 207-20490）が別途必要です。標準セルホルダと交換すること
がある場合は、オプション用フロントパネル（部品番号207-23450-41）が別途必要です。
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恒温四連装セルホルダ
（部品番号  206-24940-41）
注）恒温水用継ぎ手は内径4～8mmøのチューブに適合します。

恒温水を環流することにより一度に4本のセルを恒温化できます。使用可能温度範囲
は5～80℃（環流水温度）です。
注）オプション用フロントカバー（部品番号 207-20490）が別途必要です。標準セルホルダと交換すること
がある場合は、オプション用フロントパネル（部品番号207-23450-41）が別途必要です。

高感度セルホルダ
（部品番号  204-26841-42）

本付属装置を使用することにより感度が2～3倍向上しますので、希釈試料の測定に
有効なオプションです。セルを透過した励起光を反射鏡で反射して再度試料に照射
し、また放出された蛍光のうち、検出反対側に出た蛍光も反射鏡で反射して蛍光分光
器に導入する構造により、検出効率を向上させています。

固体（粉末）試料ホルダ
（部品番号  204-26836-42）

固体や粉末の試料はもちろん、溶液セルを挟み込み反射による蛍光測定も可能です。
正反射による励起光が蛍光分光器に直接入らないように、ホルダ角度を設定してあ
ります。励起光・散乱光しゃ断用フィルタを付属しています（U-340、IHU-310、L-42、
Y-50、O-56、R-60同梱）。粉末ホルダの試料必要量は約1mLです。

設置可能試料サイズ
• 幅　    5mm以上、140mm以下
• 高さ  12mm以上、110mm以下
• 厚さ  20mm以下

偏光測定付属装置
（紫外可視部用：240～700nm）
（部品番号  204-03290-41）

（可視部用：390～700nm）
（部品番号  204-03290-42）

蛍光偏光度を測定することで分子の大きさや流動性、分子の周辺環境の情報が得ら
れます。
本付属装置は240～700nmと広い測定範囲をもっており、紫外域や近赤外域での偏
光測定が可能です。

RF-6000
Spectrofluorophotometer
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ミクロセルユニット
（部品番号  204-27125-41）

試料量が400µLの少量で測定が可能です。通常の10mm角四面研磨セルと同一セル
ホルダにセットして使用します。ただし、底上げ試料台（部品番号 204-04811）には使
用できません。石英ミクロセル（3×10mm、部品番号201-98690）が含まれます。

四面研磨セル（溶融石英）
（部品番号  200-34441）

無蛍光セル（特殊溶融石英）
（部品番号  200-34594-03）

四面研磨セルは260nm付近で弱い吸収があり、この吸収により400nm付近に微弱で
すが蛍光が出ます。特に低濃度の試料を260nm付近で励起する場合は、この蛍光量
の少ない特殊溶融石英を用いた無蛍光セルをおすすめします。

LCフローセルユニット（12µLセル）
（部品番号  204-05566-41）

高速液体クロマトグラフの高感度分光蛍光モニタとして使用していただけます。励起
波長と蛍光波長を自由に選択できますので、選択的な検出が可能です。また送液を
一時停止してスペクトル記録が行えますので、クロマトピークの同定に威力を発揮し
ます。内容積12µLの散乱光の少ない角形石英ミクロフローセルを使用しています。

注）オプション用フロントカバー（部品番号 207-20490）が別途必要です。標準セルホルダと交換すること
がある場合は、オプション用フロントパネル（部品番号207-23450-41）が別途必要です。

LCフローセルユニット（120µLセル）
（部品番号  204-06249-41）

カテコールアミン分析用のLCフローセルユニットです。内容積120µLで散乱光の少な
い2面反射形角形石英ミクロフローセルを使用しています。
注）オプション用フロントカバー（部品番号 207-20490）が別途必要です。標準セルホルダと交換すること
がある場合は、オプション用フロントパネル（部品番号207-23450-41）が別途必要です。

フィルタセット
（部品番号  204-04691）

IHU-310、U-340、L-42、Y-50、O-56、R-60、B-390の7枚組のセットです。

8mmø試験管ホルダ
（部品番号  204-05853-41）

8mmø試験管がセットできます。（必要最少試料量400µL）
試験管サイズ　外径8mmø

長さ45mm以上、100mm以下

12mmø試験管ホルダ
（部品番号  204-03293-41）

12mmø試験管がセットできます。
試験管サイズ　外径12mmø

長さ60mm以上、100mm以下

無蛍光セル
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底上げ試料台
（部品番号  204-04811）

測定に必要な試料量を少なくするために、セル位置を高くしてデッドボリュームを小
さくしたものです（必要最少試料量1.5mL）。ただし、ミクロセルユニット（部品番号 
204-27125）は使用できません。

シッパー6000
（部品番号  207-21470-41）

ステッピングモータ駆動によるしごきポンプ方式を採用し、液体試料を順次吸い込ま
せて測定します。
オートサンプルチェンジャ ASC-5との連動が可能です。
フローセル
セル容量
吸引速度
必要最少試料量
標準必要試料量

：石英製角形フローセル
：120µL（W4×D3×H10mm）
：FAST、MEDIUM、SLOWの3段階
：2mL（キャリーオーバ1％以下）
：3mL

標準内容
・ シッパー6000 本体
・ 廃液タンク
・ ポンプ用タイゴンチューブ  2.5m
・ しごきポンプ用予備フィッティング
・ ASC-5接続ケーブル

オプション・消耗品
• 電磁弁ユニット（接液部フッ素樹脂製）（部品番号 206-69824-41）
• 試料廃棄ユニットSWA-2（部品番号 206-23820-58）強酸、強アルカリ、エステル溶液には、標準の
しごきポンプのチューブの耐薬品性不足のために使用できません。ご使用になるときは、上記の
電磁弁ユニットと試料廃棄ユニットをお求めください。
• ポンプ用タイゴンチューブ（部品番号 200-54565-02）
• しごきポンプ用予備フィッティング（部品番号 200-62050-24）

注）オプション用フロントカバー（部品番号 207-20490）が別途必要です。標準セルホルダと交換すること
がある場合は、オプション用フロントパネル（部品番号207-23450-41）が別途必要です。

オートサンプルチェンジャ ASC-5

（ 部品番号 206-23810-91（100V）
206-23810-92（120V）
206-23810-93（220V）
206-23810-94（240V））

シッパーユニットと組み合わせて、溶液試料の多試料自動測定システムを構成できます。
• 正確なX-Y-Z 3軸移動機構を備えています。
• ラックの大きさ、試験管の数などのパラメータを8セットまでバックアップしてファイ
ルに記憶させることができます。
• 試料設定本数：1～100本

RF-6000
Spectrofluorophotometer
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